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ド・ルール（Mercer & Littleton, 2007）のようなコミュニケーションのメタ認知を促進す

























積されつつある（例えば，Butler & Wilkinson, 2013; Forrester, 2010, 2015; Lerner, 
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を中心とした人々によっていかにして組織化されているのかを明らかにする。 


























変化する責任と義務の配置を指し示す概念である（Duranti, 1997; Erickson, 1996b; 






























                                                
2 教育領域を含むコミュニケーション研究一般における参加構造概念の位置づけについては
Duranti（1997）にまとめられている。そこでは参加構造概念の形成に寄与した３つの概念が挙げ
られている。「参加者構造」（Philips, 1972），「参加枠組」（participation framework, Goffman, 
1981），そして「参加者枠組」（participant framework, M. Goodwin, 1990）である。 
参加者構造と参加枠組については本文に挙げたので，もう１つの参加者枠組について付言する。
参加者枠組（M. Goodwin, 1990）とは，発話に参加する者同士の相互行為上の配置と，発話内容
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表1-1  Philips（1972）による参加者構造（participant structures）の分類 































が転換する間の出来事に注目することである。例えば，Hohepa, McNaughton & Jenkins










































らは「文脈化の合図」（contextualization cues, Gumperz, 1982）と呼んだ。発話の韻律や
言語的コード（茂呂, 1997）など言語的諸側面に加え，視線（Goodwin, 1981），身体的な
姿勢や身体間の距離（西阪, 1992; Schultz & Florio, 1979）など非言語的なふるまい，さ


















る上では両立しうる（Shuger & Kmita, 1990）。Shuger & Kmita（1990）によれば，２






















































































































Historical Activity Theory; Rogoff, 1990, 2003; Fleer & Hedegaard, 2010; Hedegaard, 
2009），（２）言語人類学（linguistic anthropology; Duranti, 1997, 2001）における言語的



























































































（Rogoff, 1990, p.37 訳は筆者による） 
 
 人間発達のための活動への能動的参加がここでのキーワードとなる（Fleer & 








































































 言語的社会化論とは，1980年代にElinor OchsとBambi Schieffelinによって提唱された，





































究，「個人特性間比較」としてOchs, Solomon & Sterponi（2005）による自閉症の子ども
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ば，「かわいい」という語の社会的，情動的意味を知る機会としての幼稚園集団内の会話が















































































































































































































































Anderson, 1995; Cook, 1996, 1999; 森田，2007; Peak, 1991; 柴山，2001; 玉懸，1999; 


















































長子→母  学校にあるし，Ａ（幼稚園），いってみようよ（中略） 









ら繰り返しなされてきた（Au, 1980; Au & Mason, 1983; Erickson & Schultz, 1982; Fleer 
























































































































































































































































































 01 保育者 起きろ，起きろ，元気な，ライオンさん！ 



























































































































































































 01 日直 どうぞたべてください（ゆっくりと発話） 




 01 幼児たち いただきます（ゆっくりと発話） 
→02 対象児  きま 





 01 日直 今日のこんだては（ゆっくりと発話） 












01 保育者 追い出したい鬼決まった？ 
→02 幼児ら            ううん 






















01 保育者 （オルガンの演奏をする） 
→02 幼児ら こぎつねこんこんやまのなか（中略）こくびをかしげてかんがえる 
→03 対象児 こぎつねこんこんやまのなか（中略）もxxxをかしげてかんがえる 

















































































































































































































































































































































































































































 ４月 A: 0-180秒，B: 181-360秒，C:361-540秒，D: 541-711秒 
 ５月 A: 0-180秒，B: 181-360秒，C:361-540秒，D: 541-644秒 
 ６月 A: 0-180秒，B: 181-226秒 






































































































































































































































































































































































































表4-2 児童が各対象に視線を向けていた累積注視度数（１分あたり）  
 














































時刻  話者 発話内容 
1 00:35 教師 えーと，道案内したことある人いますか今まで 
2 00:39 教師 はい，Ａ子ちゃん，あ，先生，立って，みんなに言ってください 
3 00:44 教師 えらい，Ｂ子ちゃん 
4 00:47 教師 えらい，Ｃ子ちゃん，はい，はい 
5 00:49 Ａ子 おばあちゃんに道を聞かれて 
6 00:53 教師 どこで聞かれたんですか，ここの近く？ 
7 00:57 Ａ子 （うなづく） 
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時刻   話者 発話内容 
1 31:15 教師 さてどうなんだろうヒノキに合わして，君はこう考える，おー教えてく
ださい 
2 31:20 教師 じゃＤ子さんからいきましょう，はい 





4 31:50 教師 長い，次 
5 31:53 Ｂ男 なんかー，木っからもし，あー僕はなんか釘ー，からー，作ったと思う
んですけどー，木からだとー，なんか，その木を選ぶのに時間がかか
って釘を作るのになんか 

















































































































時刻 話者 発話内容 
1 25:06 Ｅ男 …すっぱいところが好きです 
2 25:08 Ｆ男 はー 
Ｇ男 はーい 
3 25:09 教師 ちょっ，ちょっとなんか違うのわかるー？ 
  Ｈ男 はー 
  






















































































































































 第６章の研究４も含め，研究５から７を通して，一対多の参加構造に関与する子どもの，  


















































いた可能性もある（Tremblay-Leveau & Nadel, 1996）。 
 実際に，幼児の認知的・社会的能力の中には，二者会話ではなく多人数会話に参与して
はじめて学習可能な側面が存在する（Blum-Kulka & Snow, 2002; Forrester, 1988; de 



































































Rogoff, Paradise, Arauz, Correa-Chavez & Angelillo, 2003)。このように，発話者や受け




































































































  発話者 発話内容 
01 父   xxそんなのある，どこに住んでんの，[○○（アニメのキャラクター名） 
02 長男                   [いくぞー 
03 母   えー 
04 父   東京か？ 
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05 長男  東京にすんでみ 
06 父   なんでホタルが 













  発話者 発話 
01 母  （図4-1(a)）いーにおいしてきたんだけどちょっと（図4-1(b)） 
02 父   うーんおなかすいてきたね 
03 長女  [おなかすいたー 
04 長男  [はーおなかすいてきちゃったいーね 

















(a)                               (b) 
図4-1  Q家において観察された受け手不明の発話発生時の身体配置と視線配布行動 








































































































01 久 んふふ大変だ〈図4-2(a)〉 
02 健 んあ？〈図4-2(b)〉 
03 久 ん？〈図4-2(c)〉 
04 久 この会社[扶養手当廃止になるんだよ〈図4-2(d)〉 
05 洋     [はももんじゃん 
06 淳 [え？〈図4-2(e)〉 
07 洋 [ももん[じゃーん(0.6)ももん 
08 久     [扶養手当廃止になるんだ〈図4-2(f)〉 




















(a)「んふふ大変だ」             (b)「んあ？」 
 
  
(c) 「ん？」                (d)「この会社扶養手当廃止になるんだよ」 
 
  
(e) 「え？」                (f)「扶養手当廃止になるんだ」 
 
図4-2 断片4-3における久と健の身体動作 

































































































01 健 それもビデオに入るよその声も 
02 久 うふふ入るんじゃないか 
03 健 そうだろうわーびしとーじゅわーとー[わびしゅー 
04 久                  [スタート何時だったの？〈図4-4(a)〉 
05 健 うん？〈図4-4(b)〉 
06 淳 えーとね〈図4-4(c)〉 
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キルが重要であることが指摘されている(Craig & Gallagher, 1982; Forrester, 1988; 
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 最後に，ここまでの学究生活を支えてくれた多くの人々，特に父母，妻，２人の子ども
たちにお礼を申し上げたい。 
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